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THE
NEWS
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高松宮記念基金に
ご協力ください
令和5年1月～5月分実績

◎本会会員加入状況
37,248人　　　82.8 %
41,841口　　8,368万円

◎外部会員加入状況

◎一時寄付状況
12件　　 29万円

（内、自販機関係　 6万円）
◎募金箱　　　　　　 18万円

人
事

寄
贈

7
月
の
予
定

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
2
類
か
ら
5
類
相
当

に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、

医
療
界
の
重
要
課
題
で
あ
る

地
域
医
療
構
想
の
議
論
が
再

び
本
格
化
す
る
。
済
生
会
が

実
施
し
た
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ

に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

58
%
の
病
院
が
病
床
数
・
機

能
の
変
更
を
予
定
し
て
い
る

と
答
え
た
が
、
具
体
的
な
中

身
が
固
ま
っ
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。
今
年
度
ス
タ
ー

ト
し
た
第
3
期
中
期
事
業
計

画
は
病
院
機
能
の
明
確
化
を

う
た
っ
て
お
り
、
早
急
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

東
京
で
4
月
下
旬
に
開
か

れ
た
日
本
医
学
会
総
会
で
、

内
閣
審
議
官
の
迫
井
正
深
氏

が
講
演
。
将
来
の
日
本
の
医

療
に
地
域
医
療
構
想
は
不
可

欠
だ
が
、
調
整
会
議
で
は
利

害
関
係
が
難
し
く
、
必
ず
し

も
調
整
が
進
ん
で
い
な
い
と

の
考
え
を
示
し
た
。
同
氏
は

公
立
・
公
的
4
2
4
病
院
の

実
名
が
公
表
さ
れ
た
2
0
1

9
年
当
時
の
厚
生
労
働
省
の

審
議
官
。
そ
の
後
、
医
政
局

長
を
経
て
、
内
閣
府
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
の
責
任
者
と

な
っ
た
が
、
今
後
、
地
域
医

療
構
想
の
議
論
が
加
速
す
る

と
の
認
識
を
持
っ
た
医
療
関

係
者
は
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

行
政
主
導
の
病
院
再
編
や
特

定
の
病
院
の
機
能
拡
充
な
ど

調
整
会
議
に
よ
ら
な
い
機
能

転
換
が
進
め
ら
れ
る
と
の
予

測
も
示
さ
れ
た
。

　

済
生
会
は
ポ
ス
ト
・
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
、
令
和
5
年
度

か
ら
5
カ
年
の
第
3
期
中
期

事
業
計
画
を
策
定
し
た
。
そ

の
中
で
本
会
の
各
病
院
は
、

地
域
の
中
核
的
な
医
療
を
担

う
基
幹
病
院
や
住
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
地
域
密
着
型
病

院
な
ど
役
割
を
明
確
に
し
て

地
域
に
広
報
し
、
地
域
医
療

に
貢
献
し
て
い
く
と
う
た
っ

て
い
る
。

「
変
更
は
中
長
期
的
課
題
」

20
病
院

　

同
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る

に
あ
た
り
3
月
、
81
病
院
を

対
象
に
過
去
3
年
間
の
稼
働

病
床
数
・
機
能
の
変
更
実
績

と
今
後
の
予
測
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
22
病
院
は
す

で
に
病
床
削
減
や
機
能
転
換

を
実
施
し
た
と
答
え
た
。
う

ち
機
能
転
換
で
急
性
期
病
床

を
減
ら
し
た
病
院
が
3
、
増

や
し
た
病
院
は
4
だ
っ
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
15
病
院

が
「
変
更
予
定
あ
り
」、
12
病

院
が
「
短
期
的
課
題
と
し
て

検
討
中
」、
20
病
院
が
「
中
長

期
的
課
題
と
し
て
検
討
中
」

で
、合
計
47
病
院
（
58
%
）
が

「
変
更
す
る
」
と
し
て
い
た
。

「
予
定
な
し
」
の
34
病
院
は
、

も
と
も
と
機
能
が
定
ま
っ
て

い
る
な
ど
で
変
更
の
必
要
が

な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
病
床
稼
働
が
大
き

く
低
下
し
た
病
院
の
う
ち
5

年
度
に
「
回
復
を
見
込
む
」

病
院
は
41
、「
同
程
度
で
推

移
」
が
9
、「
さ
ら
に
低
下
」

が
2
、「
予
測
が
つ
か
な
い
」

が
7
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
稼
働

が
低
下
し
た
病
院
が
今
後

も
影
響
を
受
け
る
と
見
込
む

理
由
は
、
用
意
し
た
答
え
の

「
地
域
ニ
ー
ズ
の
減
少
」「
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
」「
自
院
の

経
営
上
の
問
題
」
が
多
数
を

占
め
た
が
、「
医
師
の
働
き

方
改
革
」
な
ど
を
挙
げ
た
病

院
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

す
で
に
各
支
部
・
病
院
に
通

知
し
て
い
る
が
、
全
体
と
し

　

医
療
再
編
に
よ
る
新
潟
市

の
新
た
な
救
急
拠
点
病
院
と

し
て
済
生
会
新
潟
病
院
が
選

　

新
潟
市
は
人
口
79
万
人
。

年
間
の
受
け
入
れ
救
急
車
は

約
3
万
2
0
0
0
台
だ
が
、

最
も
多
い
5
9
0
0
台
が
1

病
院
の
み
で
、
他
は
3
0
0

0
台
以
下
。
多
く
の
中
小
規

模
の
病
院
が
広
く
受
け
入
れ

て
い
る
の
が
実
情
で
、
こ
の

よ
う
に
、
分
散
し
て
い
る
救

急
機
能
や
医
師
等
の
医
療
資

源
を
集
約
し
効
率
的
な
医
療

体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
新

た
な
整
備
・
運
営
主
体
を
県

医
師
会
が
中
心
と
な
っ
て
公

募
。
済
生
会
病
院
（
4
1
0

床
）
と
厚
生
連
新
潟
医
療
セ

ン
タ
ー
（
3
9
9
床
）
が
応

募
し
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。

　

新
た
な
救
急
拠
点
の
機
能

は
E
R
・
断
ら
な
い
救
急
、

重
傷
者
対
応
と
し
、
5
年
以

内
に
年
間
8
0
0
0
台
以
上

　

薬
剤
部
長
を
対
象
と
し
た

初
の
会
議
「
令
和
5
年
度
薬

て
「
改
革
へ
の
意
欲
が
、
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
や
医

療
従
事
者
不
足
等
に
よ
っ
て

停
滞
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」
実

態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
な

お
、
本
部
は
「
人
材
確
保
対

策
」
を
5
年
度
の
重
点
目
標

に
掲
げ
て
い
る
。

（
経
営
管
理
課
・
広
報
室
）

剤
部
長
会
議
」
が
5
月
19
日

に
本
部
で
開
か
れ
、
オ
ン
ラ

イ
ン
も
含
め
て
80
人
が
出
席

し
た
。

　

炭
谷
茂
理
事
長
が
挨
拶
お

よ
び
基
本
説
明
、
松
原
了
理

事
が
第
3
期
中
期
事
業
計
画
、

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の
推
進

な
ど
の
重
要
事
項
を
説
明
し

ば
れ
た
。
5
年
後
に
同
市
内

最
大
の
救
急
車
受
け
入
れ
病

院
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

た
。

　

続
い
て
本
部
の
担
当
室

長
・
課
長
が
次
の
業
務
説
明

を
行
な
っ
た
。
①
令
和
5
年

度
予
算
②
病
院
経
営
状
況
③

済
生
会
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
計
画
④
無

料
低
額
診
療
事
業
⑤
D
X
推

進
へ
の
取
り
組
み
⑥
共
同
治

験
⑦
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
活
用
⑧
広
報
関
係
。

最
後
に
済
生
会
総
研
か
ら
活

動
報
告
が
あ
っ
た
。（総

務
課
）

　

令
和
5
年
度
医
療
施
設
事

務
長
会
議
が
6
月
7
日
、
本

部
で
開
か
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

も
含
め
87
人
が
出
席
し
た
。

意
見
交
換
で
重
点
目
標
の
人

材
確
保
に
関
連
し
本
部
の
具

体
策
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た
。
炭
谷
茂
理
事
長
が
「
本

部
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
作
り
、
年
度
内
に
人
材
を

確
保
し
て
い
る
病
院
の
施
策

等
を
集
め
、
そ
の
情
報
を
共

有
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
支
部
未
設
置
県
の
沖
縄

に
関
し
て
「
設
置
は
支
部
が

先
な
の
か
、
施
設
な
の
か
」

と
の
質
問
が
あ
り
、
炭
谷
理

の
救
急
車
の
受
け
入
れ
を
目

指
す
こ
と
と
さ
れ
、
①
覚
悟

②
実
現
可
能
性
③
整
備
期
間

④
ガ
バ
ナ
ン
ス
⑤
経
営
安
定

性
⑥
新
潟
県
地
域
医
療
構
想

と
の
整
合
―
―
の
六
つ
の
視

点
で
救
急
拠
点
選
定
委
員
会

（
委
員
長
：
堂
前
洋
一
郎
・
新

潟
県
医
師
会
会
長
）
が
審
査
。

5
月
31
日
に
発
表
し
た
。

　

現
在
の
新
潟
病
院
は
医
師

約
1
0
0
人
・
救
急
車
受
け

入
れ
約
3
0
0
0
台
だ
が
、

段
階
的
に
設
備
も
含
め
て
増

強
を
図
り
5
年
後
に
は
医
師

1
5
0
人
・
8
0
0
0
台
を

目
指
す
。

　

決
定
を
受
け
本
間
照
院
長

は
「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

る
と
い
う
済
生
会
の
使
命
を

果
た
し
、
今
ま
で
以
上
に
地

域
に
貢
献
で
き
る
喜
び
を
胸

に
、
目
標
実
現
に
向
か
っ
て

職
員
一
丸
と
な
り
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
」
と
決
意
を
語

っ
た
。

（
新
潟
病
院
　
済
生
記
者

　
渡
辺
佳
奈
子
）

事
長
は
「
病
院
か
福
祉
施
設

か
は
未
定
だ
が
、
支
部
と
同

時
並
行
的
な
設
置
に
な
る
と

考
え
て
い
る
」
と
答
え
た
。

　

会
議
で
は
炭
谷
理
事
長
が

挨
拶
及
び
基
本
説
明
、
松
原

了
理
事
が
第
3
期
中
期
事
業

計
画
、
医
療
的
ケ
ア
児
支
援

の
推
進
な
ど
の
重
要
事
項
を

説
明
し
た
。

　

本
部
の
担
当
室
長
・
課
長

が
次
の
業
務
説
明
を
行
な
っ

た
。
①
令
和
4
年
度
決
算
②

病
院
経
営
状
況
③
済
生
会
ソ

ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
推
進
計
画
④
無
料
低
額
診

療
事
業
⑤
ＤＸ

推
進
へ
の
取

り
組
み
⑥
共
同
治
験
⑦
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活

用
⑧
広
報
関
係
。
済
生
会
総

研
か
ら
は
活
動
報
告
が
あ
っ

た
。　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

お
け
る
救
急
拠
点
の
整
備
に

つ
い
て
④
新
年
度
に
向
け
た

病
床
稼
動
お
よ
び
病
床
機
能

に
関
す
る
調
査
結
果
（
令
和

5
年
3
月
現
在
）
⑤
令
和
5

年
度　

日
本
損
害
保
険
協
会

寄
付
金
配
分
報
告
⑥
令
和
5

年
度　

医
療
機
関
D
P
C
係

数
⑦
共
同
購
入
推
進
専
門
小

委
員
会
の
結
果
概
要
。

　

次
回
は
7
月
21
日
を
予
定

し
て
い
る
。（

経
営
管
理
課
）

　
東
京
都
済
生
会

小
倉
律
子
殿　

3
0
0
万
円

（
中
央
病
院
へ
）

　
福
井
県
済
生
会

㈱
R
&
H
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
殿　
　
　
　

5
0
0
万
円

（
福
井
県
済
生
会
病
院
へ
）

　
大
阪
府
済
生
会

河
内
幸
枝
殿　

1
0
0
万
円

（
吹
田
病
院
へ
）

　
奈
良
県
済
生
会

持
田
成
典
殿　

1
0
0
万
円

持
田
妙
子
殿　
　
　

50
万
円

（
御
所
病
院
へ
）

　
山
口
県
済
生
会

伊
藤
ヒ
ナ
コ
殿
1
0
0
万
円

（
山
口
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
）

　

施
設
運
営
委
員
会
が
5
月

24
日
、
本
部
で
開
か
れ
た
。

審
議
1
件
、
協
議
1
件
、
報

告
7
件
だ
っ
た
。

　
【
審
議
】
①
資
金
借
入
に
つ

い
て
（
3
件
）

　
【
協
議
】
①
令
和
4
年
度
病

院
部
門
の
決
算
速
報
お
よ
び

経
営
状
況
に
つ
い
て

　
【
報
告
】
①
令
和
4
年
度
決

算
速
報
（
老
健
・
特
養
）
②

無
料
低
額
診
療
実
施
状
況
報

告
（
病
院
）
③
新
潟
市
内
に

3
日
＝
情
報
化
推
進
委
員
会

12
日
＝
広
報
委
員
会

21
日
＝
施
設
運
営
委
員
会

27
～
28
日
＝
副
看
護
部
長
研

修 　
栃
木
県
済
生
会

副
会
長

委
嘱　

佐
藤　

良　

6
・
1

解
嘱　

山
形
修
治　

4
・
29

　
群
馬
県
済
生
会

副
会
長

委
嘱　

唐
木
啓
介　

5
・
25

解
嘱　

歌
代
昌
文　

3
・
31

　
三
重
県
済
生
会

副
会
長

委
嘱　

小
倉
康
彦　

6
・
1

　
奈
良
県
済
生
会

会
長

委
嘱　

山
下　

真　

6
・
1

解
嘱　

荒
井
正
吾　

5
・
2

令
和
4
年
度
振
り
返
り

施
設
運
営
委
員
会

過去3年間の稼働病床数・機能の変更有無

今後の稼働病床数・機能の変更予定

病床削減を中心に27％の病院が何らかの変更実績あり

中長期的な視点も含めると、58％の病院が変更を検討している

稼働ベッド減 6

稼働ベッド増 1

機能転換・急性期減 4

機能転換・急性期増 2

機能転換・その他 2

稼働ベッド減 11

稼働ベッド増 4

機能転換・急性期減 3

機能転換・急性期増 4

合計
81病院

合計
81病院

病院
数内訳

病院
数内訳

変更なし
59

変更あり
22

予定なし
34

検討中／
中長期課題

20

検討中／
短期課題

12

変更予定
あり 15

病
院
機
能
の
議
論
再
加
速

第
3
期
中
計
始
動
で“
待
っ
た
”
な
し

薬
剤
部
長
会
議

初
の
会
議
に
80
人
出
席

医
療
施
設
事
務
長
会
議

人
材
確
保
W
G
設
置
へ

新
救
急
拠
点
に
新
潟
病
院

年
8
0
0
0
台
受
け
入
れ
へ

本間院長（左から4人目）を中心に“救急プロジェクト”のメンバー

医療再編
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富
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新
泉
南

3位決定戦　中津 10─5 新泉南

　

医
療
・
福
祉
の
分
野
で

は
、
災
害
な
ど
に
遭
っ
て
も

素
早
く
復
旧
し
事
業
を
継
続

す
る
方
法
を
定
め
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（Business Continuity 
Plan

）
策
定
の
必
要
性
が

う
た
わ
れ
て
い
る
。
介
護
分

野
や
障
害
福
祉
分
野
等
で
は

来
年
度
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が

義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
向
け
、

本
部
は
各
施
設
へ
の
支
援
を

行
な
う
。

　

医
療
・
福
祉
施
設
が
災
害

に
遭
っ
た
場
合
、
建
物
・
設

備
の
損
壊
や
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
停
止
、
災
害
対
応
に
人
手

を
割
か
れ
る
な
ど
の
理
由
で

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
困
難
に
な
り
、
す
み
や
か

に
復
旧
し
な
い
と
二
次
的
な

被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ

る
。
特
に
高
齢
者
や
障
害

者
施
設
等
で
は
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
者
の
生
命
・
健
康
・
生

活
に
直
結
し
て
お
り
、
そ
の

可
能
性
が
大
き
く
な
る
。
こ

の
た
め
厚
生
労
働
省
は
介
護

施
設
・
事
業
所
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
対
し

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
来
年
度

か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
を
義
務

付
け
た
。
災
害
拠
点
病
院
で

は
平
成
28
年
度
か
ら
義
務
化
、

ほ
か
の
病
院
や
社
会
福
祉
施

設
等
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が
望
ま

し
い
と
し
て
い
る
。

　

済
生
会
の
高
齢
者
施
設
で

も
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
や
災
害
対
応

研
修
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

と
い
っ
た
声
が
相
次
い
だ
こ

と
か
ら
、
本
部
事
務
局
と
し

て
担
当
者
を
各
施
設
に
派
遣

す
る
。

　

危
機
管
理
専
門
員
が
各
施

設
に
赴
き
、
講
義
や
机
上

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
実

習
、
演
習
（
災
害
対
策
本
部

運
営
）、
全
体
訓
練
を
実
施

し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
を
支
援
。

さ
ら
に
職
員
に
災
害
意
識
の

向
上
や
リ
ス
ク
へ
の
正
し
い

認
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、
災

害
発
生
時
に
災
害
現
地
調
整

員
が
到
着
す
る
ま
で
の
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
そ
の

訓
練
も
応
援
す
る
。

　

こ
う
し
た
対
応
は
外
部
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
す

る
こ
と
も
で
き
る
が
、
本
部

が
行
な
う
講
義
や
研
修
で
は
、

済
生
会
の
各
施
設
の
状
況
に

合
わ
せ
た
災
害
の
想
定
条
件

等
を
設
定
し
て
支
援
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

既
に
13
病
院
7
福
祉
施
設

1
支
部
の
計
21
カ
所
（
6
月

20
日
現
在
）
へ
の
支
援
を
行

な
っ
て
い
る
。　
（
広
報
室
）

　

第
46
回
大
阪
府
済
生
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
5
月
21

日
、
枚
方
市
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
ア
リ
ー
ナ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
か
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴

い
大
会
の
中
止
が
続
き
、
４

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

各
施
設
か
ら
精
鋭
７
チ
ー
ム

選
手
1
0
5
人
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

一
回
戦
か
ら
白
熱
し
た
試

合
が
展
開
さ
れ
、
決
勝
は
連

覇
を
狙
う
富
田
林
病
院
と
、

第
15
回
大
会
か
ら
31
年
ぶ
り

に
決
勝
戦
に
勝
ち
上
が
っ
た

茨
木
病
院
と
の
対
戦
。
試
合

は
打
撃
に
勝
る
富
田
林
が
茨

木
を
10
対
5
で
下
し
、
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
の
大
阪
府
代
表
に
な

っ
た
。（大

阪
府
済
生
会
支
部
）
　

看
護
部
長
を
対
象
に
し
た

初
め
て
の
臨
床
心
理
学
研
修

を
本
部
で
2
回
に
分
け
て
開

催
し
た
。
5
月
26
日
は
近

畿
・
北
信
越
・
中
四
国
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
42
人
、
6
月
9
日

は
東
北
北
海
道
・
関
東
・
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
32
人
が
そ

れ
ぞ
れ
対
面
型
で
参
加
し
た
。

　

研
修
内
容
は
コ
ロ
ナ
禍
で

の
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
や

発
達
障
害
等
の
複
雑
な
人
的

管
理
を
実
践
し
て
い
る
看
護

部
長
に
対
し
、
臨
床
心
理
学

的
に
人
事
管
理
を
読
み
解
く

も
の
。
高
輪
心
理
臨
床
研
究

所
主
宰
で
茨
城
大
学
名
誉
教

授
の
岸
良
範
氏
が
講
師
を
務

め
、
明
確
な
答
え
が
な
い
問

題
や
課
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
の
知
識
、
ス
キ
ル
を
習

得
す
る
学
問
で
あ
る
「
リ
ベ
　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
管
理
者
を
対
象
と
し
た
2

種
類
の
研
修
が
5
月
11
日
と

18
日
に
開
か
れ
た
。

　

11
日
は
人
事
・
労
務
管
理

を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
な
わ
れ
、
79
人
が
出
席
し

た
。
在
宅
医
療
の
労
務
管
理

に
詳
し
い
前
田
・
鵜
之
沢
法

律
事
務
所
の
弁
護
士
・
前
田

哲
兵
氏
を
講
師
に
迎
え
、
超

過
勤
務
な
ど
の
人
事
管
理
に

つ
い
て
講
義
を
実
施
。
ホ
ー

ム
ホ
ス
ピ
ス
秋
田
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
者
の
中

村
順
子
氏
は
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
基
本
的

な
看
護
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

参
加
者
は
「
経
営
管
理
と

し
て
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
経
営
の
具
体
的
な
手
法

を
学
び
、
自
施
設
の
振
り
返

り
に
つ
な
が
っ
た
」
と
話
し

て
い
た
。

　

18
日
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
者
で
3
年

未
満
の
職
員
を
対
象
に
し

た
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
管
理
者
初
級
研
修
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。
35
人
が

参
加
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

看
護
管
理
の
基
本
を
学
ん
だ
。

参
加
者
は
「
不
安
の
軽
減
に

役
立
っ
た
」
な
ど
と
語
っ
て

い
た
。

（
看
護
室
）

ラ
ル
ア
ー
ツ
」
を
中
心
に
事

例
を
交
え
て
進
行
し
た
。

　

参
加
者
は
「
自
己
の
考
え

方
・
捉
え
方
を
振
り
返
り
、

『
ひ
と
』
を
生
か
す
管
理
を

実
践
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

（
看
護
室
）

　

災
害
発
生
時
の
リ
ス
ク
や

支
援
体
制
な
ど
済
生
会
の
施

設
が
抱
え
る
課
題
を
話
し
合

う
令
和
5
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
災
害
対
策
連
絡
会
議
が
5

月
23
日
に
滋
賀
県
病
院
で
開

か
れ
た
。
会
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

行
な
わ
れ
、
病
院
や
福
祉
施

設
の
事
務
部
長
や
災
害
対
策

責
任
者
な
ど
74
人
が
出
席
し

た
。

　

本
部
事
業
基
盤
課
が
3
月

20
日
に
開
催
し
た
「
災
害
・

安
全
管
理
対
策
委
員
会
」
の

審
議
概
要
を
報
告
。
済
生
会

の
「
災
害
救
援
活
動
必
携
」

が
改
正
さ
れ
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
支
部
・
施
設
の
被

災
情
報
を
共
有
す
る
た
め
オ

ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
ジ
を
活

用
し
た
「
被
災
状
況
報
告
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
」
の
使
用
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

自
治
体
等
か
ら
の
支
援
要

請
に
基
づ
き
医
療
と
福
祉
の

両
面
で
支
援
す
る
「
済
生
会

救
護
班
の
体
制
検
討
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
検
討
状

況
や
、
救
護
班
隊
員
要
請
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
等
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　
「
首
都
直
下
型
地
震
を
想

定
し
た
支
援
活
動
モ
デ
ル
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
活

動
報
告
で
は
、
災
害
に
よ
る

本
部
事
務
局
被
災
時
の
初
動

対
応
手
順
書
を
説
明
。
そ
の

ほ
か
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発

生
時
の
被
災
想
定
を
具
体
的

に
検
証
し
、
基
幹
病
院
・
準

基
幹
病
院
の
役
割
を
整
理
・

検
討
し
て
迅
速
な
初
動
対
応

の
体
制
モ
デ
ル
を
作
成
す
る

た
め
、
新
た
に
「
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
支

援
活
動
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　

最
後
に
施
設
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
質
問
に
つ
い
て
、
出
席

者
が
意
見
交
換
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
済
生
会
の
災

害
救
援
活
動
規
則
に
基
づ
く

救
援
活
動
を
円
滑
に
行
な
う

た
め
の
体
制
整
備
や
、
災
害

対
応
担
当
者
の
連
携
強
化
を

目
的
と
し
て
2
0
2
0
年
11

月
か
ら
全
国
で
実
施
。
①
東

北
北
海
道
②
関
東
③
北
信
越

④
近
畿
⑤
中
四
国
⑥
九
州
の

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
行
な
わ
れ
、

病
院
や
福
祉
施
設
の
事
務
部

長
や
災
害
対
応
責
任
者
な
ど

が
出
席
し
て
い
る
。

　

本
年
度
の
災
害
対
策
連
絡

会
議
は
、
5
月
17
日
・
中
四

国
（
松
山
病
院
）、
31
日
・

北
信
越
（
新
潟
病
院
）、
6

月
9
日
・
関
東
（
横
浜
市
東

部
病
院
）、
12
日
・
九
州
（
二

日
市
病
院
）、
19
日
・
東
北

北
海
道
（
山
形
済
生
病
院
）

で
開
か
れ
た
。（事

業
基
盤
課
）

訪
看
S
t.
管
理
者
研
修

2
種
の
テ
ー
マ
で
2
日
間

看
護
部
長
向
け
初
の
臨

床
心
理
学
研
修
に
74
人

災
害
時
の
連
携
強
化
を

確
認
災
害
対
策
連
絡
会
議

ソ
フ
ト
4
年
ぶ
り
の
熱
戦

大
阪 

富
田
林
が
近
畿
大
会
へ

B
C
P
策
定
へ
専
門
員
派
遣

福
祉
施
設
で
の
6
年
度
義
務
化
前
に


